
三田市民・済生会病院 薬剤科



当院で働く魅力 働きやすい環境で病院薬剤師として

様々な経験を積むことができます！

急性期病院において、チーム医療の一員として多職

種と協働し、患者さんに安全な薬物治療を提供する

ことで、病院薬剤師としての使命を果たすことがで

きます。

 プリセプター制度があり、相談がしやすい環境です

 １年目から幅広い業務につき、知識や技能を習得することができます

 学会・研修会の参加や認定資格取得のための支援があり、キャリアアップすることができます

 全国済生会病院薬剤師会の一員にもなり、全国規模のグループを活かした繋がりができます

 雰囲気がよく、離職率が低い職場です！



新人業務スケジュール 2年目には病棟担当、チーム医療への

参加を想定しています



当院でのキャリアアップ例

1年目

２年目

３年目

４年目

５年目

６年目

ジェネラリスト ➔ ➔ ➔ ➔ ➔ スペシャリスト

日勤夜勤 ・ 病棟業務業務 ・ チーム医療

調剤業務 ・ 抗がん剤調製業務

学会発表

認定

取得

継続してキャリアアップを支援します



済生会兵庫県病院との再編・統合

薬剤のロボット搬送を

想定しています



済生会兵庫県病院との再編・統合

令和１２年度中の開院を

目指しています



薬剤科の概要

人員

常 勤 薬 剤 師 ：

非常勤薬剤師：

アシスタント：

18名

5 名

6 名

勤務体系

２交代制

日勤：

夜勤：

8時30分～17時

16時30分～翌9時

※夜間・休日

17時～翌8時30分までは

基本的に１人体制

人員配置

調 剤 ・ 持 参 薬 業 務 ：

注 射 ・ 製 剤 業 務 ：

抗 が ん 剤 ・ T P N 調 製 ：

外 来 指 導 （ 抗 が ん 剤 ） ：

医 薬 品 情 報 ：

病 棟 業 務 ：

4 名

3 名

1 名

1 名

1 名

6 名

アシスタントへの

タスクシフトも進めています



薬剤科の主な業務

調剤

ユニットドーズ

持参薬鑑別

注射調剤

抗がん剤・TPN無菌調製

がん化学療法患者の外来指導

薬品管理

医薬品情報管理

病棟業務及び薬剤管理指導

院内製剤

チーム医療

地域連携

今後は手術室や救急外来への

業務拡大も検討しています！



調剤業務

医師の処方せんに基づき、以下を行います。

① 処方監査（処方薬、用法用量、飲み合わせ等に問題がないかを確認）

② 計数調剤（錠剤、散薬、水薬、外用薬を正確に取りそろえる）

③ 調剤鑑査（調剤された内容に間違いがないか最終チェックを行う）

採用薬品数：約1000品目



機器を用いたより正確な計数調剤

①ピッキングサポートシステム

処方せんや注射せんに印字されたバーコード

と薬品のバーコードを照合。

➁鑑査支援機能付き全自動錠剤分包機

内部の高性能カメラで分包前に薬品を直接

撮影し、刻印や色調、形状、直径を分析。

その結果を見やすい鑑査画面にて確認。

システムを活用して

医療安全に取り組んでいます



ユニットドーズ

１回服用分ごとにカートにセット

対象患者：内服薬を病棟管理している患者

対象薬剤：定期薬・臨時薬・持参薬

対象期間：各病棟の定期薬服用期間毎

 院内処方薬と持参薬の重複投与や相互作用チェック

 看護師さんの業務負担軽減、リスク軽減



持参薬鑑別（入院）

入院された患者さんの使用薬剤を確認

入院目的に応じて、休薬該当薬などを確認

安全に手術などが受けられるよう

確認しています



持参薬鑑別（外来）

手術や内視鏡検査を予定されている外来患者の使用薬剤を確認

 抗血小板薬・抗凝固薬

 免疫抑制作用のある生物学的製剤

 女性ホルモン製剤

 糖尿病薬（ビグアナイド系・SGLT2阻害薬）など

外来でも安全に検査・治療が

できるよう確認しています



注射業務

医師の処方せんに基づき、以下を行います。

① 処方監査（処方薬、投与量、投与速度、配合変化等に問題がないかを確認）

② 計数調剤（注射薬を正確に取りそろえる）

③ 調剤鑑査（調剤された内容に間違いがないか最終チェックを行う）

 患者ごとに１日分を１BOXへセット

 混合するバイアル・アンプルを輸液に

付けて搬送



抗がん剤レジメンチェック

あらかじめ登録されたレジメン情報と患者情報に基づき、

薬剤名、投与量、投与経路、投与時間、前投薬、検査値などをチェック

当院ホームページ

外来、入院とも安全に化学療法が

受けられるよう確認を行っています



抗がん剤無菌調製

閉鎖式システム

安全な環境下で、すべての医療従事者と患者さんの曝露にも配慮した無菌調製



TPN無菌調製

院内感染防止に配慮して、高カロリー輸液を無菌室内のクリーンベンチで混合調製



がん化学療法患者の外来指導

対象患者：特定のレジメンで、がん化学療法を施行している患者

実施内容：治療内容、副作用及び副作用の対処法などについて説明

患者さんからの副作用情報の聞き取り

患者さんからの質問や相談への対応

他職種との情報共有

 医師への処方提案

 地域の保険薬局への情報提供

がんの認定薬剤師が活躍しています！



薬品管理

在庫管理

 医薬品の品質・経済性を含めた管理

 使用期限切れ薬剤、廃棄薬を減らす

麻薬・毒薬・覚醒剤原料

特定生物由来製品

 厳重な保管

 出納記録

 出納記録

 管理簿：20年間の保管管理が義務

高額な医薬品も増えており

慎重に管理しています



医薬品情報管理

医薬品情報の収集・保管・管理・情報提供

 厚生労働省やPMDAから発出される適応追加・副作用情報・医薬品の回収情報

 製薬会社から伝達される各種医薬品情報

 医薬品に関する書籍・雑誌の整備

 医薬品情報ニュースの発行

薬事委員会事務局

 新規採用、採用中止、後発品への切り替えなどの検討

 医薬品マスターの整備

専任の薬剤師が日々業務を行っています



病棟業務

 医薬品の使用状況の把握

 医療従事者からの相談応需

 入院患者の服薬計画の提案

 相互作用の確認

 ハイリスク薬の投与前の詳細な説明

 薬剤流量の計算

患者さんごとの適正

で安全な薬剤の使用

各病棟に担当の薬剤師が配置されています



薬剤管理指導

 入院患者さんの薬歴の確認と服薬指導を介して患者さんの薬物

療法への認識を向上させます

 患者さんから得られた情報を医師にフィードバックすることに

より薬物療法を支援します

 カルテ情報収集と患者面談

 服薬状況・副作用歴・アレルギー歴の確認

 使用薬剤の説明

 副作用の確認

 使用薬剤の評価

 医療従事者へのフィードバック



院内製剤

 患者さんの病態やニーズに対応するために、医師の求めに応じて病院内で

薬剤師により調製され、それぞれの病院内の患者さんに限って用いられる

製剤のこと。

 個々の患者さんに最適な薬剤を、最適な投与経路、剤形で投与するために、

市販の医薬品では対応できない薬を調整しています。

製剤室で効率的かつ安全に調製することで、医療過誤や感染防止につながります

例）SADBE液（スクアレン酸アセトン液）

適応：びまん性脱毛、円形脱毛症、尋常性疣贅



チーム医療

抗菌薬適正使用支援チーム（AST）

感染制御チーム（ICT）

緩和ケアチーム（PCT）

栄養サポートチーム（NST）

認知症サポートチーム（DST）

褥瘡対策チーム（PUT）

術後疼痛管理チーム（APS）

心不全チーム

糖尿病チーム

各チームにおいて薬剤師が

その専門性を発揮しています



認定薬剤師

がん薬物療法認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

外来がん治療認定薬剤師（日本臨床腫瘍薬学会）

緩和薬物療法認定薬剤師（日本緩和医療薬学会）

抗菌化学療法認定薬剤師（日本化学療法学会）

周術期管理チーム認定薬剤師（日本麻酔科学会）

病院薬学認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

NST専門療法士（日本臨床栄養代謝学会）

心不全療養指導士（日本循環器学会）

骨粗鬆症マネージャー（日本骨粗鬆症学会）

兵庫県糖尿病療養指導士（糖尿病療養指導士兵庫県連合会）

医療情報技師（日本医療情報学会）

認定実務実習指導薬剤師（日本薬剤師研修センター）

チーム医療など、それぞれの認定を

活かした業務を行っています



地域連携

 外来・入院患者さんの情報交換を行っています。

・保険薬局 → 当院：トレーシングレポート（服薬情報提供書）

・保険薬局 → 当院：がん化学療法情報提供書

・当院 → 保険薬局：薬剤管理サマリー

 三田市薬薬連携の会（三田市内の保険薬局と合同の会議・研修会）を隔月で行っています。

薬薬連携の会はWebではなく対面で行い

顔の見える関係を築いています



お問い合わせ・病院見学

病院見学も随時歓迎です！

お待ちしております‼
連絡先

三田市民・済生会病院

TEL：079-565-8000（代表）

総務課 和田

薬剤科 酒井

いつでもお気軽にご相談ください!


